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研究成果の概要（和文）：本研究は、東ローマ／ビザンツ帝国において展開した教会と修道院を

対象とする改革運動を体系的に考察し、その特質を包括的に把握することを意図したものであ

る。同時代の記述史料の分析と修道院遺跡の地誌的調査を同時に進めた結果、改革の多くの局

面で、生活規律の強化ないし古代的伝統への回帰を追求する修道士集団が主導的な役割を果た

しており、彼らの政治的理想が改革の範囲と方向を規定していたことを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study was intended for a systematic analysis and precise 

comprehension of the reform movement that progressed in the Byzantine church and 

monasteries from the eleventh to fourteenth centuries. Based on a variety of evidence 

provided by contemporary written materials and topographical information, it was 

established that monastic groups who pursued a strengthening of disciplines within their 

communities or a return to the tradition of ancient monastic fathers played a leading role 

in many phases, determining the extent and course of the reform with their own political 

ideals. 
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１．研究開始当初の背景 

中世における教会と修道院の改革運動は
今日ではメジャーな研究テーマであるが、大
半の歴史学者が解明に専心しているのは、西
ヨーロッパのカトリック世界におけるそれ
である。たとえば、ローマ教皇グレゴリウス
７世によって、カトリック教会の世俗権威か
らの解放が目指された、いわゆるグレゴリウ

ス改革については、世界的にはＧ・テレンバ
ッハらの、またわが国では野口洋二氏の一連
の業績によって広く認められている。さらに、
前世紀半ば頃から、西欧中世の教会改革には
修道院の改革も重要な要素として含まれて
いたことが、Ｇ・コンスタブルらによって指
摘され、学界の共通認識となっている。 

このように、西欧世界で生じた改革運動に
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ついてはすでに十分な研究蓄積があるのに
対し、ビザンツ帝国の改革運動を扱った研究
は比較的乏しく、体系的な研究は皆無である。
しかし近年、私有の教会・修道院の法的地位
の変遷を追ったＪ・Ｐ・トーマスの研究など、
重要な成果が現れつつある。 

研究代表者はビザンツ帝国末期の宗教論
争を研究する過程で、ビザンツ教会の内部か
ら自己刷新の運動が断続的に生じており、そ
れが帝国を取り巻く政治・文化的な状況と密
に連動していたこと、そしてこの改革運動が、
アタナシオスという名の修道士がコンスタ
ンティノープル総主教であった時代（在位
1289-93 年、1303-09 年）に、もっともラデ
ィカルな局面を迎えていたことを発見した。
関連するギリシャ語史料を注意深く読解し
た結果、アタナシオスの試みは、教会におけ
る教養エリート的聖職者の影響力を極力排
除し、厳格主義的な修道士による教会と信者
の指導を確立するラディカルな改革であり、
とくに教会改革の領域に関しては、西欧のグ
レゴリウス改革と同様、「教会の自由」とい
う観念が枢要な役割を果たしていたことを
明らかにした。 

アタナシオスの改革が西欧のグレゴリウ
ス改革と共通する観念を有していたのはな
ぜなのか。これに答えるためには、東西のキ
リスト教世界の影響関係を考察することが
不可欠である。このほか、アタナシオスの改
革は一般信者や修道士の日常生活をも対象
としており、11世紀以降に進展した私有教会
施設に対する改革運動やボゴミール派異端
の抑圧政策と関係していることが推測でき
るが、これらの具体的な関係はいまだ実証さ
れていない。またアタナシオスの試みが後代
のビザンツ教会の制度および全体的方針に
どのような影響を与えたのかも未解明であ
る。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、ビザンツ帝国の教会・修道院改
革についての体系的分析および把握を目指
すものである。中世に行われた教会と修道院
の改革といえば、いわゆるグレゴリウス改革
を嚆矢とする西ヨーロッパ世界のそれがつ
とに有名であるが、ほぼ同じ時期に、ビザン
ツ帝国においても教会と修道院の改革が進
展していた。わが国はもとより、欧米のビザ
ンツ学界においても取り上げられることの
少なかったこの改革について、まずはその歴
史的展開の過程を跡づけることでそれが連
続的性格を有する運動であったことを示し、
次いでビザンツ帝国の政治および文化的な
状況との関係を多面的に分析することによ
って、その歴史的特質を解き明かすことが本
研究の目的である。 

 この目的を達するために、改革運動を初期、

中期、後期と三つの時期に区分し、それぞれ
の時期ごとに、いかなる問題の改革が追求さ
れ、それがいかなる状況下で実行されたのか
の検討を試みる。ビザンツにおける宗教的な
改革が顕著な特徴をもって観察されるのは、
西方でグレゴリウス改革が開始されたのと
ほぼ同時期、11世紀後半以降である。ビザン
ツ教会そのものはオスマン朝支配下におい
ても存続したが、研究の年限と内容のまとま
りを考慮して、ビザンツ時代のみを対象とす
る。 

（１）初期、11世紀後半から 12世紀末まで：
ビザンツ帝国においては修道院の制度的改
革が最初に追求された。これには主に二つの
側面があり、一つは、教会ないし修道院を一
定期間、俗人に貸与する慣行（ハリスティキ）
に対する規制、もう一つは、詳細な規則（テ
ィピコン）の設定による共住修道院の再編で
ある。これら二つの運動はともに 11 世紀後
半に始まっているが、それはなぜなのか。そ
れらは、いかなる集団によって主導され、当
時のビザンツの修道院を取り巻く状況のみ
ならず、帝国全体の情勢といかに対応し、そ
していかなる結果を招来したのか。これらの
問題について、コンスタンティノープルおよ
びアンティオキアの教会関係者の動向と皇
帝の教会政策を中心的に考察する。 

 

（２）中期、13世紀初から 14世紀初まで：
中期は、第 4回十字軍遠征から総主教アタナ
シオスの在位した時代まで、すなわち帝国が
様々な政治変動にさらされる中、改革の重点
が修道院から教会の制度に移行した時期で
ある。この段階では、改革の重点がなぜ修道
院から教会へ移行したのか、そして、アタナ
シオスの改革を可能にした条件は何か、とい
う問いが重要になる。改革の支持・推進集団
の構成が変化したプロセスを跡づけ、それが
改革運動に及ぼした影響を一次史料に即し
て突き止めることを試みる。 

 

（３）後期、14世紀半ばから 1453年まで：
後期はアタナシオスの退位後から帝国の滅
亡までとし、アタナシオスの登場によっても
っともラディカルな局面を迎えた改革運動
が、その後、どのように展開したのかを考察
する。この段階で注目されるのは、ヘシカズ
ムと呼ばれる正教独自の神秘主義的霊性の
流行である。その生活において、神との神秘
的合一を図ることを目指した一部修道士ら
は 14 世紀半ば以降、ビザンツ教会を指導す
る存在になった。新たな霊性の担い手である
彼らはいかにして台頭し、教会組織と信者へ
の司牧をいかなる方法で維持したのかを、主
に教会会議の決議文書と神学的論争文献の
読解を通じて考察する。 

 



 

 

３．研究の方法 

 本研究は、文献資料の分析と実地調査とを
組み合わせて実施する。文献資料に関しては、
代表者がすでに所有している資料のほか、代
表者の所属機関の図書館に所蔵されている
資料を主に用いる。実地調査については、ト
ルコ共和国のイスタンブール、小アジア西部
の山岳、カッパドキアの諸修道院を対象とし、
ビザンツ時代の記述資料を参照しつつ地誌
調査を行う。 
（１）11世紀の教会と修道院の改革運動はと
もにコンスタンティノープルとアンティオ
キアの二都市を中心に推進されていたが、こ
れらの運動の要因とプロセスを明らかにす
るために、運動に関与した聖職者・修道士の
残したテクストおよび皇帝の教会政策に関
連するテクストを分析する。また、テクスト
分析にもとづく理解を補強するために、イス
タンブールおよびアンティオキア（現アンタ
クヤ）で調査を実施する。 
 
（２）13 世紀に帝国が経験した政治変動と、
アタナシオスが総主教位を退くまでのビザ
ンツ教会の改革運動との関係を正確に把握
するため、1204年以降のニケーア期からアタ
ナシオスの時代までの総主教の発行文書・書
簡等のテクストを網羅的に分析する。他方で、
改革運動を、その担い手となった修道士の生
活環境の点からも理解すべく、13世紀に改革
者を多く輩出した小アジア西部の山岳修道
院跡（ガリシオン山）で実地調査を行う。 
 
（３）ビザンツ末期の改革運動を修道霊性と
教会組織の二つの側面から考察する課題に
ついても、記述資料の分析が中心的な活動に
なる。神秘主義霊性ヘシカズムは 13 世紀頃
からビザンツの複数の山岳修道院を中心に
広まり始めていたが、14世紀になると、それ
まで繁栄していた小アジア西部の山岳修道
院がのきなみ放棄されたこともあって、ギリ
シャ北西部に位置するアトス山が中心地的
な性格を帯びるにいたった。新たな霊性を奉
じ個々の内面的改革を志向した修道士らが
ビザンツの教会と信者を指導する地位に就
いたとき、ビザンツ教会の組織と司牧にはい
かなる変化が生じたのか。帝国最後の時期に、
前段階の改革の遺産はどのように継承され
ていたのか。これらの問題に対する解答を、
ビザンツ末期に由来する豊富な一次資料の
中に探る。 
 
４．研究成果 
（１）主な成果 
①初期： 本研究で、ビザンツの教会・修道
院を対象とする改革運動の開始された時期
と位置づけた 11・12 世紀については、黒山
のニコンと称される修道士とプラトン主義

哲学者ミハイル・プセロスの思想、活動、テ
クストに焦点を当てて考察を行った。黒山の
ニコンは 11 世紀後半にアンティオキア周辺
で活動した修道士であり、修道生活に関係す
る法規や教父の文言を集成した『パンデク
テ』と、自身が作成した修道院規則や書簡を
含む『タクティコン』等のテクストを残した。
彼はその生前の活動よりもむしろ残した著
述によって後代に影響を与えた修道士であ
り、代表者は、彼のテクストの流布のルート
および翻訳の経緯を突き止めることで、その
修道生活への影響の範囲を明確にするよう
試みた。明らかにしえたのは、ビザンツにお
いては、ニコンの『パンデクテ』のみが注目
を集め、修道生活を送る上での有益なハンド
ブック的書物として、アトス山の修道院を中
心に写本が出回っていたこと、他方で、正教
スラヴ世界においては、『パンデクテ』のみ
ならず『タクティコン』も広く伝播していた
ことであり、可能性として示唆したのは、こ
れら二つのテクストがビザンツにおけるス
ラヴ人修道士の生活拠点であった、アトスの
ヒランダル修道院とコンスタンティノープ
ルのストゥディオス修道院において、ギリシ
ャ語に堪能なスラヴ人修道士（ブルガリア人
か）の手でスラヴ語に翻訳されたということ
である。プセロスについては、彼が晩年にか
けて書きつづった歴史書のなかで、教会の問
題と修道士勢力の政治へのかかわりをどの
ように記述しているかを分析した。結果、彼
が「政教分離」ともいうべき状態を理想とし
ていたこと、そして彼のとりわけ無教養な修
道士勢力への批判的認識が高位の世俗官吏
や聖職者のポストを求めるエリート的知識
人に影響を与え、彼らの重視する世俗的教養
と、神秘主義的な傾向を強める修道霊性との
緊張関係をもたらしていたことを確認した。 
 
②中期： 13 世紀から 14 世紀にかけてビザ
ンツ教会で進展した改革の特徴を把握する
ため、その主要な担い手であるコンスタンテ
ィノープル総主教アタナシオスの事績と、13
世紀後半までに、アタナシオスを含む厳格主
義的な修道士層に広く共有されるにいたっ
た政治思想を集中的に検討した。アタナシオ
スについては、彼自身が 1310 年代半ばに、
写字生の一人として自身の書簡集写本（ヴァ
ティカン写本； Codex Vaticanus Graecus 
2219）の制作に関与したこと、そして、彼が
1297 年より自身の手元に残し始めたオリジ
ナル書簡の写しがヴァティカン写本の主要
史料になっていたことを明らかにした。また、
アタナシオスの周辺で発生したとされる奇
跡をとりあげ、1289年における彼の最初の総
主教就任と、14世紀半ばの公的な聖人認定に、
その奇跡伝承が大きな役割を果たしていた
ことを指摘した。他方で修道士らの政治思想



 

 

の問題については、13世紀後半に一部の修道
士や教会人が、ラテン人（＝カトリックの西
欧人）を異端者であると公言し始めたことに
注目し、政治的には皇帝による過酷な処分を
招きかねない彼らの言動は 1273 年の高位聖
職者ヨアニス・ベッコスの発言を端緒とした
こと、またそれは 1054 年のいわゆる東西教
会のシスマ以前の、両教会の教義・慣習上の
相違に由来していたことを示した。 
 
③後期： 本研究においてビザンツの教会・
修道院の後期局面と位置づけた 14 世紀につ
いては、1340年代後半以降、ビザンツ教会の
指導者的地位についた修道士集団が総主教
アタナシオスの記憶をどのように活用した
のかを考察した。アタナシオスは総主教位を
1309 年に退き、1310 年代後半に死去したと
推測されるが、政治的立場を異にする人物が
後任総主教となったこともあり、彼へのポジ
ティブな評価はしばらく定着しなかった。状
況が大きく変化したのは彼の遺骨の移転に
際してであり、首都のアタナシオス修道院の
修道士たちは掘り出した彼の遺体が腐敗を
免れていたと主張し、ストゥディオスのテオ
クティストスなる修道士に伝記等の記念的
テクストの執筆を依頼した。その後、アタナ
シオスが聖人であるとの評判が首都を中心
に広まり、1360年代に開催された教会会議に
おいて、彼の聖人位が正式に認定された。本
研究では、アタナシオスが神秘主義霊性ヘシ
カズムを実践する修道士、すなわちヘシカス
トであったのか否かという問題と、14世紀半
ばにビザンツ教会の中心勢力となった修道
士集団とアタナシオスの実際の関係がいか
なるものであったかという問題に対し、解答
を与えることを試みた。テオクティストスの
伝記とそれを改作・拡充する形で書かれたイ
グナティオス・カロテトスの伝記、そして、
ヘシカストと呼ばれる修道士集団のネット
ワークを考察の手がかりとして、以下のこと
を示した。すなわち、アタナシオスは神秘主
義的な傾向を持たず、後のヘシカストとは明
確に異なるタイプの修道士であったこと、し
たがって、後のヘシカストらがアタナシオス
に注目したのは、神秘主義的側面での近親性
ではなく、彼の聖人としての評判と教会改革
者としての模範によるものであったこと、彼
らはビザンツ教会の結束を再強化する目的
で、自らの支配をアタナシオスの改革に接続
しようと欲したことである。 
 
（２）実地調査 
本研究では、修道士による教会改革への関

与を彼らの出自や生活環境の面からも理解
するため、トルコ共和国での地誌調査を継続
的に行った。2008 年度にはイスタンブール、
ブルサ（プルサ）、エルデッキ（キジコス）、

2009 年度にはエディルネ（アドリアノープ
ル）、エフェス（エフェソス）、2010年度には
アンカラ（アンキュラ）、コンヤ（イコニオ
ン）、アンタクヤ（アンティオキア）、2011年
度にはカッパドキア、カイセリ（ケサリア）
を訪問し、修道院遺跡と一般集落遺跡との位
置関係、修道院遺跡の建築および壁画の保存
状態等を調査し、写真を含む研究データを集
積した。エフェスでは、11 世紀から 13 世紀
末にかけて栄えた聖ラトロス修道院の遺跡
の特定を試みたが、発見にはいたらなかった。
当時の、とりわけ僻地で暮らした修道士の生
活環境を理解するという点では、大小規模の
多数の修道院遺跡が現存するカッパドキア
地域での調査がきわめて有益であった。 
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5-41頁 

③ 橋川裕之、アルセニオス派のシスマ終結
の背景について、『プロジェクト研究』
（早稲田大学総合研究機構）4 号、査読
有、2009年、69-83頁 

④ 橋川裕之、総主教アタナシオスとヴァテ
ィカン写本の筆跡──マノリス・パテダ
キスの新説を吟味する、『オリエント』
51 巻 2 号、査読有、2009 年、116-139
頁 

⑤ 橋川裕之、魂を脅かす平和──ビザンツ
の正教信仰とリヨン教会合同、『洛北史
学』10号、査読有、2008年、1-28頁 

⑥ 橋川裕之、コンスタンティノープルの奇
跡──総主教アタナシオスに注目して、
『アジア遊学』115号、査読無、2008年、
66-75 頁 

 
〔学会発表〕（計６件） 

① 橋川裕之、14世紀ビザンツにおける理性
と宗教問題──キドニスの試み、日本宗
教学会第 70回学術大会、関西学院大学、
2011年 9月 4日 

② 橋川裕之、ビザンティン帝国における哲
学と制度、ＵＳフォーラム 2011、静岡県
立大学、2011年 9月 27日 

③ 橋川裕之、コンスタンティノープルのス
トゥディオス修道院とスラヴ人修道士、



 

 

ＵＳフォーラム、静岡県立大学、2010
年 8月 3日 

④ 橋川裕之、パラマスとバルラームの対話
──14世紀ビザンツの平和思想、日本宗
教学会第 69回学術大会、東洋大学、2010
年 9月 4日 

⑤ 橋川裕之、ラテン人への憎悪を超える─
─ベッコスの転向について、日本宗教学
会第 68回学術大会、京都大学、2009年
9月 13日 

⑥ 橋川裕之、シリアからロシアへ──黒山
のニコンの著述の航跡、北海道大学スラ
ブ研究センター・シンポジウム「北西ユ
ーラシア歴史空間の再構築─―ロシア
外部の史料を通じてみた前近代ロシア
世界」、北海道大学、2009年 11月 1日 

 
〔図書〕（計４件） 
① （分担執筆）橋川裕之、アトス山の静寂

──総主教アタナシオスとビザンティ
ン・ヘシカズムの接点、藤巻和宏編『聖
地と聖人の東西──起源はいかに語ら
れるか』（勉誠出版）、査読有、2011 年、
203-234頁 

② （分担執筆）橋川裕之、学びの果て──
ビザンティン哲学者の自伝と自負、森原
隆編『ヨーロッパ・エリート支配と政治
文化』（成文堂）、査読有、2010年 297-321
頁 

③ （分担執筆）橋川裕之、シリアからロシ
アへ──黒山のニコンの著述の航跡、小
澤実編『北海道大学スラブ研究センター
共同利用・共同研究拠点公募プログラ
ム・シンポジウム「北西ユーラシア歴史
空間の再構築：ロシア外部の史料を通じ
てみた前近代ロシア世界」報告書』、2010
年、査読無、265-286頁 

④ （分担執筆）橋川裕之、ビザンツ帝国を
救うべき新法──総主教アタナシオス
のネアラについて、鈴木秀光・高谷知
佳・林真理子・屋敷二郎編『法の流通─
─法制史学会 60 周年記念若手論文集』
（慈学社出版）、査読有、2009年、467-499
頁 
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〔その他〕 
上の〔学会発表〕に該当しない招待講演 
① 橋川裕之、ビザンツにおける哲学と制度

──ミハイル・プセロスの以前と以後、
上智大学中世思想研究所講演会、上智大
学、2012年 3月 23日 

② 橋川裕之、ビザンツ世界における旅とそ
の記述、慶應義塾大学言語文化研究所公
募研究 2010・2011 年度「前近代の地中
海世界における旅をめぐる知的営為と
記述」、慶應義塾大学、2011年 2月 5日 

③ 橋川裕之、プラトンと歴史──『パイド
ロス』のもう一つのテーマ、早稲田大学
高等研究所第 38 回月例研究会、早稲田
大学、2011年 9月 9日 
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